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Ⅰ．ｅ－ｒｕｉｋｅｉ Ver.1.0　の概要

ｅ－ｒｕｉｋｅｉ Ver.1.0　は、ビルの電力、冷房、暖房、給湯、蒸気といった複数のエネルギー需
要を多変量解析することにより、１年間のデータを類似した負荷の属性ごとにグルーピングを行う類

型化ソフトです。類型化の手法としては、季節分類ごとにクラスター分析
※
をウォード法

※
をもちいて

行い、デンドログラム
※
により任意の距離で切断することで分類します。クラスター分析にて分類し

たデーターは、属性の特徴や代表日を設定し、類型化結果のレポートが作成されます。
エネルギー需要特性の把握や、年間のエネルギーシミュレーション用のデータ作成、熱源システムの
最適運用方法の解析（e-passplan）用データ作成等、エネルギー管理の一環としてご活用下さい。

クラスター分析
※
： クラスター（集落）分析は、対象の距離を定義して、距離の近さに

よって対象を分類する方法の総称です。分類の対象が似ているかいな
いかをより客観的な判断基準で分類することができる手法です。

ウォード法
※
： クラスター間の距離を定義する複数の方法の１つで、新たに統合され

るクラスター内の平方和を最も小さくするという基準でクラスターを
形成していく方法です。最も明確なクラスターを作る（分類感度が高
い）手法とされています。

デンドログラム
※
： 樹形図とよばれ、クラスターの形成過程を示すために用います。

縦軸に距離をとり横軸に対象を等間隔に並べ、統合された対象または
クラスターを統合時の距離の高さで結んだものです。デンドログラム
を任意の距離で切断すると、いくつかのグループに分けることができ
ます。

Ⅱ．操作の流れ

１．メイン画面

施設名称と対象期間を設定し
ます。入力した名称と期間は
類型化結果の報告書内で表示
されます。

類型化を開始します。
「エネルギーデータ入力」
画面に移動します。
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２．エネルギーデータ入力
類型化を行うエネルギー需要のデータを入力します。

休日区分を選択します。エネルギー料金が平日と休日で異なる場合や施設の特性上で区分して類型化
したい場合は選択してください。休日区分の指定に応じてクラスター分析時を行います。

「メイン」画面に移動します。

既入力のデータを消去します。

「クラスター分析」画面に移動します。

その他

適用用途

事務所ビル、学校等
病院等
デパート、ホテル等

④曜日による分類無

休日の特性

土曜日の利用が月曜～金曜と異なる施設
土曜日の利用が月曜～金曜と同様な施設
商業施設（休日高負荷）
負荷の変動が平日/休日によらない施設

休日区分

①平日(月～金曜)/土曜/休日(日曜,休日)
②平日(月～土曜)/休日(日曜,休日)
③平日(月～金曜)/休日(土曜,日曜,休日)

１日のエネルギー需要
のデータを入力します。

平均気温、最高気温、最低気温等の日の気温
を入力します。このデータは類型化結果の
気温相関図のデータとして利用します。

エネルギーデータの開始日を入力します。
開始日から１年間が計算対象期間となります。
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３．クラスター分析
季節区分（冬期/中間期/夏期）と指定した休日区分ごとにクラスター分析を行います。
デンドログラムから切断距離を指定するこで、グループ分けされます。

表示されているデンドログラムの分析データの
区分（季節/休日）と該当日数および表示位置
で切断した場合の累積属性数を表示します。
属性数は最大30属性まで設定できます。
ただし、類型化結果表示の報告書では、属性分
布図が15属性までの対応となっています。

この表示は季節区分毎に表示色が変わります。

選択されている切断距離（％）と、切断による
クラスター数を表示します。

切断しないを選択すると、表示されている属性
を同属性として処理します。切断距離は100％、
クラスター数は１になります。

「エネルギーデータ入力」画面に移動します。

切断距離を決定後クリックします。表示位置でクラスターをグループ分けします。
季節区分（冬期/中間期/夏期）と指定した休日区分ごとに繰り返し設定します。
全ての設定が終了すると、「需要属性設定」画面に移動します。

切断距離の設定値は
スクロールバーで
変更します。
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４．需要属性設定
分類された需要の特徴を必要に応じて入力します。デフォルトの特性名称は最大需要要素に通番号が
付けられています。

季節区分毎に需要のグラフが表示されています。需要特性の名称を設定する場合の参考にしてください。
需要特性の名称は季節＋曜日＋需要特性で設定されます。同季節＋同曜日内の需要特性名称は重複し
ないようにしてください。

「エネルギーデータ入力」画面に移動します。

需要属性名称の設定後、クリックします。
「代表日選定」画面に移動します。
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５．代表日選定
分類された需要の属性ごとに該当日を代表する日を選定します。代表日には★を設定します。デフォ
ルト値として属性内で最も誤差の小さい日に★印が設定されます、必要に応じて変更してください。
代表日候補の優先順位が需要特性のセルに色付けされます。代表日選定の参考にしてください。

代表日は１つの需要属性につき１つを設定してくださ
い。需要特性の数と代表日設定数が異なる場合は左記
のメッセージが表示されます。代表日設定を再度見直
してください。

「需要属性設定」画面に移動します。

代表日設定後、クリックします。
「類型化結果」画面に移動します。
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６．類型化結果表示
類型化結果は３つのシートが表示されます。

(1)代表誤差表
類型化した属性の代表日のエネルギー量に該当日数を乗じた値と、属性該当日のエネルギー量の合計
値との誤差を一覧表にします。類型化による代表日を利用して年間のシミュレーションを行う場合の
制度を確認することができます。代表誤差表は最大30属性まで対応しています。
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年間のエネルギー需要の推移と状況を、折れ線グラフと該当日数の棒グラフで確認できます。
該当日の棒グラフは、30代表日まで対応しています。

新内神田ビル （ 2004年9月～2005年8月 ）
需要変動グラフ
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(2)需要分布図
需要属性の分布状況をグラフにて確認できます。分布図のグラフは最大15属性まで表示されます。

気温との相関グラフを確認できます。気温による属性の頻度を把握することで、エネルギー管理にお
役立てください。

新内神田ビル （ 2004年9月～2005年8月 ） 需要別類型化分布
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新内神田ビル （ 2004年9月～2005年8月 ）

 需要別類型化平均気温相関
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(3)需要一覧表
類型化した属性ごとにエネルギー需要の一覧表が作成されます。設定された代表日には★印が表示さ
れます。
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「代表日選定」画面に移動します。

「代表誤差表」画面に移動します。

「需要分布図」画面に移動します。

「需要一覧表」画面に移動します。

施設名称と対象期間を再設定します。
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